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第 3 章「方法」では、第 2 章において浮かび上がってきた研究課題に調査研究としてど
のように取り組んでいくか、その方法について先行研究との比較検討が行われている。こ
の比較検討を基に、非臨床群（ 7 名、平均 24.4 歳）に“立って自らの身体に注意を向けて、
今の自分の身体の感じについて語る”という調査課題を行い、課題実施時の調査対象者の
語りを調査事例と扱い、身体感覚に対する主観的体験を記述して、この体験の記述を





















































第 5 章「考察」では、第 4 章で得た知見を併せ、体験モデル「身体感覚への意味づけプ
ロセス」をクライエントの体験理解の視点として活用する可能性が考察されている。  

























第 2 節では、論者の自験例を 2 事例（臨床事例 B、C）取り上げ、体験モデルを基に考
察が行われている。まず、「身体的違和感へ注意を向けられなかった男子 B」の事例が、
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心理臨床上の探究としても意義を持つとともに、より広く、人間が全体的な存在として、
自己に存在感をもって生きること、つまり自己を生身の全体存在として体験する仕方を考
えることにつながる、現代を生きる人間の喫緊のテーマの探究としても意義を有する。  
「身体との付き合い方」に関しては、これまでにも、概念的な解釈や心と身体の関連性
の説明は多くあるが、いま一歩踏み込んで、「では、どのように、何を手がかりにして、
からだと付き合っているのか」という内的で主観的な体験過程へと進めた実証的な研究は
少なく、本論は、主体による「身体感覚への意味づけプロセス」に着目することで、まさ
にその内的で主観的な体験過程について、課題条件での体験者自身の報告から細やかな記
述が試みられている。調査研究の結果描かれたモデル図（p.57）は、身体感覚への意味づ
け体験において前景に出て報告される「ある身体的違和感への注意集中」から「体験の自
律化」に至るプロセスを描いたのみならず、バックグラウンドで起動している「安定の意
味をめぐるイメージの形成」のプロセスを描いた点が、身体と主体の関係をより立体的に
理解する手がかりを与えている。これは、心理療法において症状が軽減するという時に、
前景に表れる症状の解消のみが問題となるのではなく、症状をまさに症状として体験する
バックグラウンドのメカニズムが問題になることをうまく描き出しており、有効なモデル
となっている。さらに、論者の言う「共通結果」とはプロセスを異にした調査協力者の特
異的な体験プロセスを、結果のモデル図に含まれないものとして棄却してしまうのではな
く、臨床事例を考察する際の重要な手がかりとなると捉えて、個別に検討し、臨床事例理
解への橋渡しとしての積極的意義を与えている点も評価される。  
ただし、非臨床の大学院生を対象とした調査研究において、「立つ」という単純な課題
の中で体験され、報告された、いわば非常にミクロな体験の記述と、臨床事例のクライエ
ントが面接セッション外も含めた日常生活の中で経験した、身体を含めた自己の成長とい
う非常にマクロな体験を、留保なく同列に扱って論じていることに関して、これらの体験
を対比的に論じることの課題や限界の議論が十分に尽くされているとは言い難く、本研究
を「心理臨床学的研究」と位置づけてよいのかどうかが議論となった。今後丁寧に論ずべ
き課題は残されているが、課程博士の学位請求論文としては、前述のように、心理臨床に
おける自験例から研究課題を見出し、調査研究の結果を再度臨床事例で検証するという方
法論に宿る心理臨床学的研究の新しい可能性は、十分に評価できるとの結論に達した。  
以上、本論文は、今後検討すべきいくつかの課題を残してはいるものの、心を扱う臨床
心理学の視点から、生身の人間が自らの身体をどのように体験し実感していくのかについ
て、主体の身体感覚への意味づけプロセスに焦点づけ、工夫のある方法論で論じた点は、
十分に評価できる。よって、本論文は、博士（教育学）の学位を授与するにふさわしいと
判断する。  
